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はじめに
　今日，日本国内をはじめ北海道や江別市に
おいても児童の体力低下が指摘されている。
中学生の体力は改善傾向がみられるが，小学
校においては依然として体力の低下が指摘さ
れている1）。筆者らは，平成21年度から江別
市教育委員会と連携し，「江別市内における
児童生徒の体力向上に関する実践的調査研
究」を行ってきた。平成21年度は，「全国体
力・運動能力，運動習慣等調査」1）の結果から，
江別市内のＡ小学校の児童の体力水準につい
て分析を行った2）, 3）。平成22年度は，大学近隣
のＡ小学校２，３年生を対象として，教員を
目指す学生が中心となって「朝の運動プログ
ラム」を実施し，その効果を検証した4）,5）。
　平成23，24年度は対象者を１，２年生とし
て「朝の運動プログラム」を実施した6）,7）,8）,9）。
　平成25，26年度は，これまでの朝運動プロ
グラムの目的である，「運動好きの子どもの
育成」，「体力・運動能力の向上（特にコーデ
ィネーション能力の向上）」に，上級学年の
参加による「ジュニアリーダ（以下、Jr.L）
育成と異学年交流」という新たな視点を加え
実施することした10）,11）,12）,13）。
　平成27年度は，昨年度からの「Jr.L育成と
異学年交流」という視点を重視し，Jr.Lへの
さらなる指導の重点化をねらいとして実施し
た14）。
　平成28年度は，Jr.L育成と異学年交流とい
う視点からの最終形態を目指し、「子ども社
会における遊び集団－遊びのリーダー育成
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－」を重視し，Jr.L中心の遊び環境の支援と
提供をねらいとし実施した。
　本研究はそれらの内容・体力測定結果，ア
ンケート結果に基づき，朝の運動プログラム
の効果について検証することを目的とする。
研究方法
１．対象
　対象は，江別市内のＡ小学校（全校児童150
名，平成28年５月１日現在）の１年生27名（男
子13名，女子14名）であった。平成25年度か
ら「Jr.L育成と異学年交流」という取り組み
を追加した。Jr.Lは過去３年間に朝運動を経
験してきた４〜６年生で自主的に参加を希望
した21名（４年生８名，５年生５名，６年生８
名）が参加した。Jr.Lには，「任命証」を渡し，
リーダーとしての自覚を促した。１年生との
合同日とJr.Lのみでの活動として「Jr.L会議」
を設け交互に実施し，「Jr.L会議」では１年生
への指導に備え，内容・ルールを検討する活
動とした。平成26年度からはJr.Lが１年生に
運動遊びを指導する場面を加えた。平成27年
度はその指導を確実にできるよう，第１回目
に２名１グループのペアを作り（グループ名
も決める），全員が１年生へ指導できる機会を
設定した。平成28年度は，３回を１クールとし
て，Jr.Lのみの運動遊び・遊び内容を検討す
るJr.L会議・１年生との合同日を繰り返し実
施した。また，昨年までとは異なり，１年生
の指導にあたるJr.Lは遊び毎に希望者を募り，
Jr.Lの自主的・主体的活動を重視し実施した。
２．「朝の運動プログラム」内容
　対象の児童に対し，平成28年４月22日〜
12月２日までの期間に，午前８時00分〜20
分までの20分間に「朝の運動プログラム」を
全33回実施した。
　「朝の運動プログラム」とは，体を動かす
遊びを中心とした運動プログラムの実践を通
して，運動の楽しさをこどもたちへ伝えるこ
とを目的とし，そのことによって子どもの生
活における運動習慣が促進され，体力・運動
能力の向上を図るものとした。同時にコミュ
ニケーション能力の醸成を図るために運動遊
びの形式を取り入れ，「生きる力」の基礎作
りもねらいとした。
　また，Jr.Lには異学年交流による「リーダ
ーシップ性育成」を目標として位置づけた。
　具体的な目標は以下の３点である。
１）運動・遊び好きの子どもの育成
　「汗を流すと気持ちいい」「運動することが
楽しい」と感じることのできる子どもの育成
をめざす。これにより生活スタイルの中に運
動を取り入れ，運動習慣の確立をねらう。
２）基礎的・基本的運動を学び，体力の向上
　様々な動きを体験し，あらゆる運動やスポ
ーツの基礎となる運動を経験し，体力の向上
をめざす。
３）コミュニケーション能力の向上
　仲間とともに運動の場と時間を共有し，声
を合わせ体を動かしたり，競争して遊ぶこと
によって，コミュニケーション能力の向上を
めざす。
　特に，Jr.Lはリーダシップの育成を目指した。
３．運動プログラムの指導体制
　教員を目指している北翔大学生涯スポーツ
学部スポーツ教育学科学生，教育文化学部教
育学科学生，短期大学部こども学科の学生が
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中心となって，「朝の運動プログラム」の指導
にあたった。１回につき10〜15名の指導体制
で，１名がJr.Lの補助指導者となり，他の学
生がサブ支援者となって指導にあたった。事
前にプログラムの検討を行い，実施した。
４．プログラムの検証
　プログラム開始前と終了時に文部科学省の
「新体力テスト」1）を実施した。
　新体力テストで実施した種目は，「握力」「上
体起こし」「長座体前屈」「反復横跳び」「20m
シャトルラン」「立ち幅跳び」の室内で実施
できる６種目であった。
　新体力テストの測定項目において，それぞ
れの平均値と標準偏差を算出し，５月と12月
の変化については，対応のあるｔ検定（両側）
を用いた。有意水準はp<0.05とした．
結果および考察
１．運動プログラムの実践内容
　実施した運動プログラム概要を表１に示す。
　Jr.Lのみの活動日とJr.L会議日，１年生と
の合同日の３回を１クールとして実施した。
　昨年までとは異なりJr.Lのみの活動日に
は，Jr.Lのみが全力で運動遊びを経験する日
とした。「Jr.L会議」では，１年生との実施
プログラムの内容やルール・使用する道具の
検討をした。１年生との合同日では,自主的
に指導を希望したJr.L（２〜３名）が中心と
なり運動遊びを展開した。
　１回目は，Jr.Lと大学生の２チームに分か
れて，どちらのチームがより素早く全員を捕
まえることができるのかを競うチーム対抗戦
の鬼ごっこを実施した。
　２回目では，Jr.L全員で１年生に教える「走
る遊び」を考え，案の候補の中から実際に遊
びを試しながら１年生と遊ぶ時に必要なルー
ルや改善点を話し合う活動として実施した。
　３回目では，１年生との合同日としてJr.L
が中心となり，ダッシュで障害物を越えたり
くぐったりしながらバトンを繋いでいくリレ
ー方式の遊び「障害物競争」を走運動として
を実施した。
　４〜６回目では，ダッシュで障害物を越え
ながらゴールのバケツに紙ボールを集めてい
くチーム対抗戦の遊び「潜って逃げてボール
を集めろ！」を走運動として実施した。ボー
ルを持ったまま平ゴムに触れずに潜り抜けた
り、鬼の大学生にタッチされないようにタイ
ミングをはかって走り抜けるなど全身を使っ
て活動した。
　７〜９回目では，４コーナーから同時にス
タートし，各コーナーに配置されているケン
ステップを片足跳びと両足跳びに使いわけな
がら跳び進んだり，高さの異なる平ゴムをダ
ッシュで跨ぎ越える「ジャンプサーキット」
を跳運動として実施した。全力で走ることに
跳ぶ動作を加えたことで，非日常的な身体の
使いかたを経験することをねらいとした。
　10〜12回目では，跳運動として平ゴムを
跳び進みながら相手陣地を目指すチーム対抗
戦の陣地とり遊び「跳んで跳んで陣取り」を
実施した。平ゴムの両端からスタートし，ゴム
の左右に置かれたケンステップを目掛けて両
足で跳び進み，相手チームの陣地を目指す遊び
である。
　13〜16回目では，投運動としてフルーツ
に見たてた紙ボールをキャッチしたり投げた
りして遊ぶ「フルーツキャッチ」を実施した。
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飛んでくる紙ボールを床に落とさないように
袋でキャッチしたり,一個投げては一個拾う
を素早く繰り返す活動とした。
　17〜19回目では，投運動として「ねらえ！
バケダン」を実施した。狙った場所へ紙ボー
ルを投げ入れることが出来るかを競い，投動
作に加え自分の投げたボール（軌跡）を良く
見て目で追うことに重点をおいた。
　20〜22回目では，内野と外野にわかれて
持ち点を競うドッジボールの要領を用いた
「キャッチを目指せ！ドッヂビー」を投運動
として実施した。
　23〜25回目では，「ぐるぐるサーキット２」
を実施した。体育館４コーナーから同時にス
タートし，ダッシュで障害物を越えながら進
んでいく複合的運動遊び。１年生とJr.Lは障
害物の難易度を変化させて活動した。
　26〜28回目では，座った姿勢のまま手の
力だけを使い進んでいく遊び「ゴーゴー！ハ
ンドパワー」を支持運動として実施した。体
育館ステージに設置した縄をしっかりと握
り，座位で進む。Jr.Lと１年生の混合チーム
によるリレー方式のチーム対抗戦とした。
　29〜31回目では，走・跳・支持運動とし
て体育館全体に広がる飾りコーナーへダッシ
ュで飾りを取りに行き，素早く戻ってもみの
木へ貼り付け，それぞれのもみの木にクリス
マスの飾り付けをしていく「クリスマスパー
ティー」を実施した。最後は，全員で完成し
たクリスマスツリーの出来栄えを鑑賞し，運
動遊びを振り返る時間とした。 
表１　平成28年度　朝運動プログラム実施内容
回 月日 曜日 項　目 内　容
1 4/22 金
走運動
（リーダーのみ）
素早くつかまえろ：Jr.Lと大学生の２チームに分かれて、どちらのチー
ムがより素早く全員を捕まえることができるのかを競うチーム対抗戦
の鬼ごっこ。
2 26 金
走運動
（リーダー会議）
走運動を考えよう！：Jr.L全員で１年生に教える走る遊びを考える。
遊びの案の中から候補が決まったら、実際に遊びながら1年生と遊ぶ時
に必要なルールや改善点を話し合う。
3 5/10 火
走運動
（合同日）
障害物競走：Jr.Lチームと1年生チームに分かれ、ダッシュで障害物を越
えたりくぐったりしながらバトンを繋いでいく。１年生チームへのハ
ンデとして、１年生はインコース、Jr.Lはアウトコースを走る。早くチー
ム全員が走り終わったチームの勝ちとなる。
4 13 金
走
支持運動
（リーダーのみ）
潜って逃げてボールを集めろ！：ダッシュで障害物を越え、ゴールのバ
ケツに紙ボールを集めていくチーム対抗戦の遊び。ボールを１個拾い、
持ったまま体が平ゴムに触れないように潜りぬける。平ゴムに触れず
に潜り抜けられたらボールを持ったまま進める。次の紙ボールエリア
でまた1個拾い、鬼エリアの大学生にタッチされないようにタイミン
グをはかりながら走り抜ける。終了の合図があるまでスタートから
ゴールまでを繰り返し遊び、最後に紙ボールをかごに多く貯めたチー
ムの勝ちとなる。
16 月
体力測定
（１年生・２年生）
握力：強く握る力を測定。左右の平均値を求める。
長座体前屈：長座の姿勢で前屈をし、柔軟性を測る。
立ち幅跳び：その場から遠くへ跳ぶ力を測定。
上体起こし：30秒間に上体を起す回数を測定し、腹筋の力を測定。
反復横跳び：１ｍ間隔の3本のラインを20秒間にできるだけ素早く左右
に往復し、敏捷性を測定。
20ｍシャトルラン：20ｍの距離を何往復できるかを測定し、持久力を測定。
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5 17 火
走運動
（リーダー会議）
遊びの振り返り：１年生との運動遊びを振り返る。指導したJr.Lに感想
を聞くとともに、実際に遊んでみてどうだったか、改善点はないか、
１年生はどうだったかを全体で話し合う。
走運動を考える：Jr.L全員で１年生に教える走る遊びを考える。遊びの
案の中から候補が決まったら、実際に遊びを試しながら1年生と遊ぶ
時に必要なルールや改善点を話し合う。
6 20 金
走
支持運動
（合同日）
潜って逃げてボールを集めろ！：ダッシュで障害物を越え、ゴールのバケ
ツに紙ボールを集めていくチーム対抗戦の遊び。ボールを１個拾い、持っ
たまま体が平ゴムに触れないように潜りぬける。平ゴムに触れずに潜り
ぬけられたらボールを持ったまま進める。次の紙ボールエリアでまた1個
拾い、鬼エリアの大学生にタッチされないようにタイミングをはかりな
がら走り抜ける。終了の合図があるまでスタートからゴールまでを繰り
返し遊び、最後に紙ボールをかごに多く貯めたチームの勝ちとなる。
7 6/10 金
走
跳運動
（リーダーのみ）
ジャンプサーキット：各コーナーに配置されているケンステップや平ゴ
ムをリズミカルに跳び進んでいく遊び。４コーナーから同時にスター
トし、各コーナーごと（片足跳び・両足跳び・ケンパ）に片足跳びと
両足跳びを使いわけながら跳び進む。平ゴムコーナーでは、それぞれ
高さが違う平ゴムをダッシュで跨ぎ越えていく。終了の合図があるま
で繰り返し遊ぶ。
8 14 火
跳運動
（リーダー会議）
跳運動を考えよう！：Jr.L全員で１年生に教える跳ぶ遊びを考える。遊
びの案の中から候補が決まったら、実際に遊びながら1年生と遊ぶ時
に必要なルールや改善点を話し合う。
9 21 火
跳
走運動
（合同日）
ジャンプサーキット：各コーナーに配置されている跳び箱や平ゴム、ミ
ニハードルをリズミカルに跳び進んでいく遊び。１年生とJr.Lが４コー
ナーから同時にスタートし、跳び箱コーナーでは、３段・４段・５段を
選択し飛び越え、ミニハードルコーナーでは、配置されたミニハードル
にタイミングを合わせて跳び進む。平ゴムコーナーでは、それぞれ高さ
が違う平ゴムをダッシュで跨ぎ越えていき、スキップコーナーではリズ
ミカルにスキップをして進む。終了の合図があるまで繰り返し遊ぶ。
10 28 火
跳運動
（リーダーのみ）
跳んで跳んで陣取り：３人１組のチームをつくり、平ゴムを跳び進みな
がら相手陣地を目指すチーム対抗戦の陣地とり遊び。平ゴムの両端か
らスタートし、平ゴムの左右に置かれたケンステップを目掛けて平ゴ
ムを両足で跳び進み、相手チームの陣地を目指す。相手チームと出会っ
たらじゃんけんをし、勝ったらそのまま跳び進め、負けたらダッシュ
で相手陣地のコーンをまわってスタートに戻る。相手陣地のケンス
テップへ辿り着いたらラストじゃんけんをし、勝ったら１ポイントと
なる。終了の合図時のポイント数で勝敗を決める。
11 7/1 金
跳運動
（リーダー会議）
跳運動を考えよう！：Jr.L全員で１年生に教える跳ぶ遊びを「跳んで跳
んで陣取り」をもとにして考える。遊びの案の中から候補が決まったら、
実際に遊びながら1年生と遊ぶ時に必要なルールや改善点を話し合う。
12 5 火
跳運動
（合同日）
跳んで跳んで陣取り：３人１組のチームをつくり、平ゴムを跳び進みな
がら相手陣地を目指す、チーム対抗戦の陣地とり遊び。平ゴムの両端
からスタートし、平ゴムの左右に置かれたケンステップを目掛けて平
ゴムを両足で跳び進み、相手チームの陣地を目指す。相手チームと出
会ったらじゃんけんをし、勝ったらそのまま跳び進め、負けたらダッ
シュで相手陣地のコーンをまわってスタートに戻る。相手陣地のケン
ステップへ辿り着いたらラストじゃんけんをし、勝ったら１ポイント
となり、終了の合図時のポイント数で勝敗を決める。
13 8 金
投運動
（リーダーのみ）
フルーツキャッチ：２チームにわかれてフルーツに見たてた紙ボールを
キャッチしたり投げたりして遊ぶ。キャッチ側はマットよりも前に
出ないこととし、飛んでくる紙ボールを床に落とさないように袋で
キャッチをする。投げ側は１個投げては１個拾うを素早く繰り返す。
１回戦目はJr.Ｌがキャッチ側となり、２回戦目ではキャッチ側と投げ
側が交代する。
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14 12 火
投運動
（リーダー会議）
投運動を考えよう！：Jr.L全員で１年生に教える投げる遊びを「フルー
ツキャッチ」をもとにして考える。遊びの案の中から候補が決まった
ら、実際に遊びながら、１年生と遊ぶ時に必要なルールや改善点を話
し合う。
15 15 金
投運動
（合同日）
フルーツキャッチ：２チームにわかれてフルーツに見たてた紙ボールを
キャッチしたり投げたりして遊ぶ。キャッチ側はマットよりも前に
出ないこととし、飛んでくる紙ボールを床に落とさないように袋で
キャッチをする。投げ側は１個投げては１個拾うを素早く繰り返す。
１回戦目はJr.Ｌがキャッチ側となり、２回戦目ではキャッチ側と投げ
側が交代する。
16 19 火
投運動
（合同日）
フルーツキャッチ：２チームにわかれてフルーツに見たてた紙ボールを
キャッチしたり投げたりして遊ぶ。キャッチ側はマットよりも前に
出ないこととし、飛んでくる紙ボールを床に落とさないように袋で
キャッチをする。投げ側は１個投げては１個拾うを素早く繰り返す。
１回戦目はJr.Ｌがキャッチ側となり、２回戦目ではキャッチ側と投げ
側が交代する。
17 8/19 金
投運動
（リーダーのみ）
ねらえ！バケダン:狙った場所へ紙ボールを投げ入れることが出来るか
を競う遊び。スタートの合図でステージ前の紙ボールを１個拾い、ラ
ンダムに置かれたバケツや段ボールを狙って投げ入れる。バケツや段
ボールによってもらえる得点は異なり、難しくなるほど高得点となっ
ている。上手く投げ入れることが出来たら得点となり、１個拾っては
投げるを繰り返しながら得点を貯めていく。終了の合図で得点を多く
貯めた人の勝ちとなる。
18 23 火
投運動
（リーダー会議）
投運動を考えよう！：Jr.L全員で１年生に教える投げる遊びを「ねらえ！
バケダン」をもとにして考える。遊びの案の中から候補が決まったら、
実際に遊びながら、１年生と遊ぶ時に必要なルールや改善点を話し合う。
19 30 火
投運動
（合同日）
ねらえ！バケダン:狙った場所へ紙ボールを投げ入れることが出来るか
を競う遊び。スタートの合図でステージ前の紙ボールを１個拾い、ラ
ンダムに置かれたバケツや段ボールを狙って投げ入れる。バケツや段
ボールによってもらえる得点は異なり、難しくなるほど高得点となっ
ている。上手く投げ入れることが出来たら得点となり、１個拾っては
投げるを繰り返しながら得点を貯めていく。終了の合図で得点を多く
貯めた人の勝ちとなる。
20 9/6 火
投運動
（リーダーのみ）
ドッジボール：２コート４チームにわかれてJr.Lは全力で遊ぶ。
　Jr.L全員が知っている既存のルールを基に行う。
21 9 金
投運動
（リーダー会議）
ドッジボール：２コート4チームにわかれてJr.Lは全力で遊ぶ。
投運動を考えよう：１年生に教える投げる遊びを「ドッジボール」をも
とにして考える。様々なボールの中から1年生との遊びで使用するた
めのボールを試しながら選んでいく。
22 13 火
投運動
（合同日）
キャッチを目指せドッジビー：２コート4チーム（Jr.Lと1年生混合）に
わかれて遊ぶ。ルールはドッジボールと同様にボールの代わりにフリ
スビーを使用する。
23 16 金
複合的運動
（リーダーのみ）
ぐるぐるサーキット２：体育館４コーナーから同時にスタートし、ダッ
シュで障害物（跳び箱、ポール、ミニハードル、エバマット）を越え
進む遊び。終了の合図があるまで繰り返し遊び続ける。
24 20 火
複合的運動
（リーダー会議）
複合的運動を考えよう！：Jr.L全員で１年生に教える複合的な運動遊び
を「ぐるぐるサーキット２」をもとにして考える。遊びの案が決まっ
たら、実際に遊びながら1年生と遊ぶ時に必要なルールや改善点、使
用する道具について話し合う。
25 27 火
複合的運動
（合同日）
ぐるぐるサーキット２：体育館４コーナーから同時にスタートし、ダッ
シュで障害物（跳び箱、ポール、ミニハードル、エバマット）を越え
進む遊び。終了の合図があるまで繰り返し遊び続ける。
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26 30 金
支持運動
（リーダーのみ）
ゴーゴー！ハンドパワー：座った姿勢のままで手の力だけを使い進んで
いくリレー方式チーム対抗戦の遊び。体育館ステージに設置した縄を
しっかりと握り、座位で進んでいく。チーム全員がゴールした順に勝
敗が決まる。
27 15 火
支持運動
（リーダー会議）
投運動を考えよう！：Jr.L全員で１年生に教える投げる遊びを「ゴー
ゴー！ハンドパワー」をもとにして考える。遊びの案の中から候補が
決まったら、実際に遊びながら1年生と遊ぶ時に必要なルールや改善
点を話し合う。
28 18 金
支持運動
（合同日）
ゴーゴー！ハンドパワー：座った姿勢のままで手の力だけを使い進んで
いくリレー方式チーム対抗戦の遊び。体育館ステージに設置した縄を
しっかりと握り、座位で進んでいく。チーム全員がゴールした順に勝
敗が決まる。
29 22 火
複合的運動
（リーダー会議）
遊びをかんがえよう！：1年生と遊ぶ最後の遊びをこれまでの合同日の
遊びを振り返りながら「最後はどんな運動遊びがしたいか」「1年生が
喜んで遊ぶか」をJr.Ｌ全員で考える。
30 29 火
複合的運動
（リーダー会議）
クリスマスパーティー：Jr.Lチームと大学生チームに分かれ、スタート
の合図（音楽）で好きな飾りコーナーへダッシュする。飾りコーナー
へ障害物（平均台、ミニハードル、ストレッチポール、壁のかざり）
を越えながら進み、飾りを獲得する。飾りは体育館中央のツリへー急
いで張り付け飾りつけていく。一度に運べる飾りは1個として終了の
合図（音楽）があるまで繰り返し遊ぶ。最後に両チームのクリスマス
ツリーを鑑賞する。
31 12/2 金
走・投・
支持運動
（合同日）
クリスマスパーティー：Jr.Lチームと１年生チームに分かれ、スタート
の合図（音楽）で好きな飾りコーナーへダッシュする。飾りコーナー
へ障害物（平均台、ミニハードル、ストレッチポール、壁のかざり）
を越えながら進み飾りを獲得する。飾りは体育館中央のツリへー急い
で張り付け飾りつけていく。一度に運べる飾りは1個として終了の合
図（音楽）があるまで繰り返し遊ぶ。最後に両チームのクリスマスツ
リーを鑑賞する。
12/7 水
体力測定
（１年生・２年生）
握力：強く握る力を測定。左右の平均値を求める。
長座体前屈：長座の姿勢で前屈をし、柔軟性を測る。
立ち幅跳び：その場から遠くへ跳ぶ力を測定。
上体起こし：30秒間に上体を起す回数を測定し、腹筋の力を測定。
反復横跳び：１ｍ間隔の3本のラインを20秒間にできるだけ素早く左右
に往復し、敏捷性を測定。
20ｍシャトルラン：20ｍの距離を何往復できるかを測定し、持久力を測定。
２．児童の体力および運動能力の変化
１）新体力テストの5月と12月との比較
　表２，表３にプログラム開始時（５月）と
終了時（12月）のＡ小学校の新体力テストの
測定結果を示した。
　Ａ小学校の１年生男子13名に関しては，５
月の平均値と比較して，12月の平均値は，立
ち幅跳び以外の全ての項目で向上した。特に，
長座体前屈，上体起こしの項目では統計上有
意な差があった。また，12月の平均値では，
立ち幅跳び，握力，長座体前屈，上体起こし，
20ｍシャトルランの項目において，小学校１
年生男子の全国平均値15）より高い値となった。
　Ａ小学校の１年女子14名に関しては，立ち
幅跳び，握力，長座体前屈，上体起こし，反
復横跳びの項目で，５月より12月の方が高い
値となり，統計上有意な差があった。
　12月の平均値と全国平均値では，20ｍシャ
トルラン以外の全ての項目において，小学校
１年生女子の全国平均値より高い値となった。
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　以上のことから，指導した朝運動プログラ
ムは対象の１年生の体力・運動能力向上に貢
献できたと考える。
３．アンケート調査結果
　全プログラム終了後に対象の児童と保護者
にアンケートを実施した。
１）１年生へのアンケート
　児童へのアンケートの集計結果を表４〜表
８に示す。
　「朝の運動は楽しかったですか？」（表４）
という問いに対して，「①とても楽しかった」
と回答したのが18名であった。「②楽しかっ
た」と回答したのが4名，「③楽しくなかった」
と回答した児童はいなかった。
　「朝の運動をするようになって前より運動
が好きになりましたか？」（表５）という問
いに対して，「①とても好きになった」と回
答したのは13名であり，「②好きになった」
と回答したのは９名であり，「③とてもきら
いになった」と回答した児童はいなかった。
　以上の結果から，１年生は朝運動に対して
好意的にとらえ朝運動を有意義な運動の時間
として活動していたことより，今年度の朝運
動プログラムは1年生にとって適したプログ
ラム内容だったといえる。
図１　フルーツキャッチ
図２　ゴーゴー！ハンドパワー 図３　クリスマスパーティー
図４　リーダー会議 図５　合同日
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　「朝の運動をするようになって生活の仕方
がどのように変わりましたか？」（表６，複
数回答可）という問いに対して，「①いつも
より朝食をとるようになった」と回答したの
が14名，「②自分で起きられるようになった」
が９名，「③体を動かして遊ぶことが多くな
った」が14名，「④前より勉強がおもしろく
なった」が15名，「⑤遊ぶ友だちがふえた」
が16名，回答なしが１名であった。
　この質問から朝の運動プログラムを通し
て，子どもたちは生活習慣の見直し，改善を
図ることが出来たといえる。運動習慣が生活
習慣に大きく影響したことが考えられる。
　「来年も朝運動がしたいですか？」（表７）
という問いに対して，「①したい」と回答し
たのが20名，「②したくない」と回答したの
が２名であった。
２）　Jr.Lへのアンケート
　Jr.Lへのアンケートの結果を表９〜表15に
示す。
　「リーダーとしての役割は楽しかったです
か？」（表９）という問いに対して，「①とて
も楽しかった」と回答したのが13名，「②楽
しかった」と回答したのが７名，「③楽しく
なかった」と回答したのが０名だった。
　「リーダーをするようになって年下の学年
の指導が好きになりましたか？」（表10）と
いう問いに対して，「①とても好きになった」
と回答したのは９名，「②好きになった」と
回答したのは11名，「③きらいになった」と
回答した児童はいなかった。
　この質問から朝の運動プログラムを通し
表２　体力測定結果（Ｈ28）Ａ小学校１年生男子（n=13）
種目 立ち幅跳び 握力 長座体前屈 上体起こし 反復横跳び シャトルラン
単位 （m） （㎏） （㎝） （回） （回） （回）
１年男子全国平均値 114.68 9.45 26.29 12.05 27.86 18.73
標準偏差（SD） 17.07 2.37 6.15 4.81 4.77 8.99
A1男子( ５月） 136.08 8.87 23.38 7.17 24.85 18.92
（SD） 36.2 3.1 10.1 3.8 8.7 10.9
A1男子(12月） 112 10.83 31.38 13.91 27.33 26.36
（SD） 46.7 2.6 7.4 4.3 9.7 14.8
ｔ検定５月vs12月 n.s. n.s. * ** n.s. n.s.
n.s.：no significant，*：p<0.05，**：p<0.01　
表３　体力測定結果（Ｈ28）Ａ小学校１年生女子（n=14）
種目 立ち幅跳び 握力 長座体前屈 上体起こし 反復横跳び シャトルラン
単位 （m） （㎏） （㎝） （回） （回） （回）
１年女子全国平均値 107.3 8.8 28.98 12.09 26.82 16.4
標準偏差（SD） 16.45 2.18 6.4 3.98 4.33 6.86
A1女子( ５月） 100.45 7.82 25.5 8.09 24.91 15.45
（SD） 18.9 2.1 10.5 3.7 3.8 4.8
A1女子(12月） 110.64 9.39 32.18 13.82 27 15.45
（SD） 19.8 1.6 9.2 3.9 4.6 4.9
ｔ検定５月vs12月 ** ** * ** * n.s
n.s.：no significant，*：p<0.05，**：p<0.01　
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て，子どもたちは異学年交流の楽しさを味わ
う機会が増加したといえる。
　「リーダーのメイン指導者は何回やりまし
たか？」（表11）という問いに対して，「５回」
と回答したのは１名，「３回」と回答したの
は３名，「２回」と回答したのが３名，「１回」
と回答したのは８名，「０回」と回答したの
は４名であった。
　「来年もジュニアリーダーとして参加した
いですか？（４・５年生のみ）」（表12）とい
う問いに対して，「①したい」と回答したの
は10名であり，その理由に対しては「体育が
ない日でも体を動かせるから」，「１年生と運
動するのが楽しいから」，「みんな楽しかった
から」などの回答があった。「②したくない」
と回答した児童は１名であり，その理由に対
しては「運動が苦手だから自分から参加した
いとは思わないから」という回答があった。
　以上の結果から，メイン指導者の役割にか
かわらず，ほとんどのJr.Lは朝運動に対して
好意的にとらえていた。しかし，児童１名か
ら否定的な意見がでたことは残念であり，今
後のJr.L参加者を募る際の課題となった。
　「リーダーにまかせて１年生への運動遊び
を考えましたが，来年実施する時には他に何
を工夫したら良いですか？（自由記入）」（表
13）という問いでは，「メイン指導者を全員
同じ回数できるようにする」，「１年生がわか
らないまま遊びを始めてしまって，ルールが
わかっていなかったから１年生に詳しく教え
てあげたほうがいい」，「１年生もジュニアリ
ーダーも楽しくけがなくできる」，「１年生の
ことを考えた楽しい遊び」など，１年生の運
動能力や発達段階を考慮した下級生を思いや
る意見が多く，目標としていた「Jr.Lの育成」，
表４　朝の運動は楽しかったですか？（人数）
選択肢 １年生
①　とても楽しかった 18
②　楽しかった 4
③　楽しくなかった 0
回答なし 0
表５　朝の運動をするようになって前より運
動が好きになりましたか？（人数）
選択肢 １年生
①　とても好きになった 13
②　好きになった 9
③　きらいになった 0
回答なし 0
表７　来年も朝運動をしたいですか？
選択肢 １年生
①　したい 20
②　したくない 2
回答なし 0
表８　体育の授業のほかに１時間以上運動する
日が１週間に何回ありますか？（体育授
業や少年団・運動教室・自由遊びなど）
選択肢 １年生
①　スポーツ少年団 11（7人)
②　運動教室 24（9人）
③　自由遊び 33（8人）
④　その他の遊び 13（2人）
0回・回答なし （6人）
表６　朝の運動をするようになって，生活の仕
方がどのように変わりましたか？（人数）
選択肢 １年生
①　いつもより朝食をとるようになった 14
②　自分で起きられるようになった 9
③　体を動かして遊ぶことが多くなった 14
④　前より強強がおもしろくなった 15
⑤　遊ぶ友だちがふえた 16
⑥　その他 0
回答なし 1
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「異学年交流」に対し効果があった。
　「自分が１年生の時に大学生の指導を受け
てから今まで，運動ができるようになりまし
たか？」（表14）という問いに対して，「①と
てもできるようになった」と回答したのが９
名，「②できるようになった」が８名，「③変
わらない」と回答した児童が１名であった。
　平成26年度は，「したくない」と回答した
児童が３名であったが，平成27年度に続き今
年度も０名であったことは，プログラムの
改善の効果である。Jr.Lに主体性を持たせ，
Jr.L自身が十分に運動し身体を動かす楽しさ
を味わいながら，１年生へ指導する喜びを感
じさせることができたといえる。
表９　リーダーとしての役割は楽しかったで
　　　すか？（人数）
選択肢 Jr.L
①　とても楽しかった 13
②　楽しかった 7
③　楽しくなかった 0
表10　リーダーをするようになって年下の学
年の指導が好きになりましたか？
選択肢 Jr.L
①　とても好きになった 9
②　好きになった 11
回答なし 0
表11　リーダーのメイン指導者は何回やりま
したか？
選択肢 Jr.L
5回 1
3回 3
2回 3
1回 8
0回 4
表12　来年もJr.Lとして参加したいですか？
（4，5年生のみ回答）
選択肢 Jr.L
①　したい 8
②　したくない 0
③　回答なし 7
表14　自分が1年生の時に大学生の指導を受
けてから今まで，運動ができるように
なりましたか？
選択肢 Jr.L
①　とてもできるようになった 9
②　できるようになった 8
③　変わらない 1
表15　体育の授業のほかに１時間以上運動す
る日が１週間に何回ありますか？（体育
授業や少年団・運動教室・自由遊びなど）
選択肢 Jr.L
①　スポーツ少年団 22
②　運動教室 12
③　兄弟や友達との運動遊び 15
④　家族でする運動遊び 18
⑤　その他の運動遊び 10
表13　リーダーにまかせて1年生への運動遊びを
考えましたが，来年実施する時には他に
何を工夫したら良いですか？（自由記入）。
回　答
・メイン指導者を全員同じ回数できるようにする
・１年生がわからないまま遊びを始めてしまって，
ルールがわかっていなかったから１年生に詳しく
教えてあげたほうがいい
・１年生もジュニアリーダーも楽しくけがなくできる
・1年生のことを考えた楽しい遊び
・もっといっぱい体を動かす
・ソフトボール投げが下手だからボール遊びを増や
したほうがいい？
・ボール遊びをもっと入れたほうがいい
・いろいろなことをやる
・毎週同じような内容になっちゃうから，おおまか
な内容は決めておいてほしい
・大学生が企画したものをやったり，男子も女子も
もっと積極的にできるようなものを企画するとい
いと思います。
・去年のようにグループをつくって，みんながメイ
ンの指導者として1年生に遊びを教えて朝の運動
をしたほうがいいと思います。
・もっとその企画を考えてやる
・注意をする
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３）保護者へのアンケート
　「朝の運動プログラム」の全日程が終了後
に，保護者を対象としてアンケート調査を実
施した。１年生の保護者14名，Jr.Lの保護者
15名が回答した。
　「お子様は，朝の運動を楽しみにして参加
している様でしたか？」という問いに対し，
「①とても楽しみにしていた」と回答したの
は１年生保護者５名で，Jr.L保護者９名だっ
た。「②少し楽しみにしていた」と回答した
のが，１年生保護者３名，Jr.L保護者４名で
あった。｢③あまり楽しみにしていなかった｣
と回答したのが１年生保護者１名，Jr.L保護
者０名。「④どちらともいえない」と回答し
たのが，１年生保護者４名，Jr.L保護者２名，
回答なしが１年生保護者１名であった。
　「朝の運動を実施してお子様の様子に変化
が見られましたか？」（自由記述）の問いに
対し，１年生保護者からは，「早めに起きて
自分で朝の用意をしていた。縄跳びが楽しみ
になった」，「朝運動の日だけは早い登校にな
るように家を出ることができました」，「就寝
が早い！」，「朝の運動の日は早起きに心掛け，
登校時間も早くしようと努力していました。
他学年との交流を楽しみにしていました。」，
「運動はあまり好きなほうじゃありませんが，
できたことに達成感や喜びを感じたようで
す」，「頑張って朝起きて食事も早く食べるよ
うになった」等の回答があった。
　Jr.L保護者からは，「起床や朝の支度が少
し早くなりました。小さな学年のお友達も増
え，頼りにされて嬉しいそうです」，「朝家を
出る時間を意識して支度をし，責任を持って
取り組めるようになった」，「起床時間が守れ
るようになった」，「朝の運動の日はいつもよ
り家を出る時間が早いので，自分で時間を意
識して準備をしている」，「いつもより早めに
張りきって家を出ていました」，「年下の児童
との関わり方について」，等の回答があった。
　「ご家庭で「朝の運動」のことについて話
題になることがありましたか？」の問いに対
し，「①よく話題になった」と回答したのが，
１年生保護者１名，Jr.L保護者２名であった。
「②ときどき話題になった」と回答したのが，
１年生保護者８名，Jr.L保護者９名であった。
「③全くなかった」と回答したのが，１年生
保護者４名，Jr.L保護者４名であった。
　「話題になった内容をお書き下さい」（自由
記述）に対して，１年生保護者からは，「明
日は朝運動があるから早く行くからねと言っ
て教えてくれました」，「今日は○○をしたよ
ーと内容を教えてくれた。楽しかった〜など
感想を言っていました」，「クリスマスツリー
遊びが楽しかったこと」，「何の運動をしたの
か教えてくれていました」，「出来て嬉しかっ
たことや出来なかったことを話していまし
た。Jr.Lに尊敬の思いを抱くようです」，「楽
しかったと毎回言っていました」等の回答が
あった。Jr.L保護者からは，「どのようにし
て取り組んだのかなど」，「運動の内容や１年
生の姿など」，「どんな内容をするのか，１年
生へ教えることは大変か？楽しんでもらえて
いるのか？など」，「指導する難しさ」，「他の
学年と話をするのが楽しかった事」，「自分で
考えたプログラム（遊びの内容）について」
等の回答があった。
　「朝運動の取り組みに対する，ご意見，感想，
要望があればご自由にご記入願います」（自
由回答）の問いに対し，１年生保護者からは，
「毎回楽しみにしていたので，これからも続
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けて頂きたいです」「今後も同様な活動があ
ると嬉しい」「運動が好きではなく，休み時
間は体を動かすよりも読書や書き物をするの
が好きなので体力向上，運動の機会を作って
頂き光栄に思います」「また何回かやりたい
らしいです」「朝少し早く行くのが大変だっ
たので，次回からは普通の時間（１時間目の
最初だけとか）にしてほしい」等の意見があ
った。Jr.L保護者からは，「来年もまた参加
したいと本人も親も同様に感じます。自分よ
りも年下との関係はとても大切だと思いまし
た」「ジュニアリーダーになったことで，１
年生にわかりやすく運動を教えることの楽し
さや難しさを学んでいたと思う。早寝早起き
朝ごはんを定着させるのには良い取り組みだ
と思うので続けてほしいです」「運動の機会
を増やす取り組みは，これからも継続してほ
しいです」「運動不足な子どもたちにとても
良い企画だと思います。全校人数が少ないの
で全員参加でもいいのでは…」「とてもいい
取り組みだと思います。１年生だけではなく，
他の学年でもあるといいと思いました」等の
意見があった。
　以上のことから，参加児童は「朝運動のプ
ログラム」を楽しみにしていたといえ，朝運
動が生活習慣の改善につながり，保護者から
も肯定的に評価されていた。
４）教員へのアンケート
　「朝の運動プログラム」の全日程が終了後
に，担任を対象としてアンケート調査を実施
した。１年生の学級担任やJr.Lの担任など計
６名の教員が回答した。「児童は，朝の運動
を楽しみにして参加している様子がみられま
したか？」という問いに対し，「①みられた」
と回答したのは６名であった。「②みられな
い」｢③どちらともいえない｣ との回答はな
かった。
　「朝の運動を実施して児童の学校生活に変
化がみられましたか？」（自由回答）という
問いに対し，「朝の運動に取り組むと１日の
スタートがすっきりし学習にもより集中でき
るように思えます。友達との関係も一緒に体
を動かすことにより，協調性も高まると思い
ます」「リーダーシップ，低学年への積極的
な関わり」「始業前に軽い運動をすることで
目も覚め体（脳）も動くようになっていくと
思います。朝運動によりマイナス部分がリセ
ットされ１日のよいスタートがきれると思い
ます」「運動後，目が覚めて次の活動にしっ
かり取り組むことができました」「朝から体
を動かしているので，ダラッとした態度（眠
そう・ダルそうな）はあまり見られなくなっ
た」等の回答があった。
　以上のことから朝運動を通して異学年交流
やリーダーシップの育成，さらに学校生活の
活発化などに貢献できたと考える。
まとめ
　平成28年４月〜12月まで全33回（うち体力
測定２回）の「朝の運動プログラム」を江別
市内のＡ小学校の１年生27名，Jr.L22名を対
象として実施した。
　プログラム前後の体力測定の結果，１年生
男子の立ち幅跳び，女子の20ｍシャトルラン
を除くすべての項目で，５月の値に比べ12月
の値が向上した。
　また，児童のアンケートからは，１年生及
びJr.L，保護者，教員も朝運動を肯定的にと
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らえていた。これまでのプログラム改善が効
果的であったとみなす。
　来年度もこのプログラムは継続実施される
ことが決定しているので，プログラムの更な
る見直しをはかり，子どもたちが意欲的に興
味を持って取り組めるようなプログラム開発
とその効果を検証していきたい。
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